
NAIST未来サイエンスクラブ

「科学探偵！3つの実験で爆弾を止めてくれ」

実施報告書

【主  催】 SEIKAクリエイターズインキュベーション推進拠点コンソーシアム

       ＜精華町・けいはんな科学コミュニケーション推進ネットワーク（K-Scan）＞

【後  援】 精華町教育委員会

【開催日時】 2025年7月26日（土）

       午前10時～12時 ・ 午後1時30分～3時30分

【開催場所】 ＳＥＩＫＡクリエイターズインキュベーションセンター

【開催趣旨】 会場に仕掛けられた爆弾を解除するため、3つのミッション（実験）

       を通して謎解きを行うという体験型のワークショップを実施し、

       ミッション遂行の過程で、科学のふしぎに触れてもらう。

【講  師】 奈良先端科学技術大学院大学 認定課外活動団体NASC

【参加対象】 学研都市に居住する小学4年生～中学生

【参 加  者】 午前10人 ・ 午後10人 （計20人）（うち中学生参加７人） 

【参 加  料】 1,000円

【広  報】 チラシ配布：精華町立小学校・中学校

       チラシ配架：精華町役場・図書館

       SNS：精華町HP・Instagram、K－Scan HP

【内  容】 ①犯人からの挑戦状（VTR）とミッションの説明。会場にしかけられた爆

        弾を配られた地図をもとに探す。

       ②指紋検出 犯人が残したカードから、指紋検出の手法を使って

        爆弾解除の数字を探す。数字の順番は不明。（ニンヒドリン反応）

       ③浮かびあげる文字 アルカリ電解液で書かれた文字にアントシアニン色

        素を反応させ、③の数字の順番を見つけパスワードを割り出す。

        （酸とアルカリ、PH）

       ④切られている爆弾の回路を繋ぎ、パスワードを入力。爆弾解除してミッ

        ション完了。（ポカリスエットを使った電解質の通電）

       

＜「科学のまちの子どもたち」プロジェクト＞



④切られている爆弾の回路を繋ぎ、パスワードを入力し、爆弾解除。

＜「科学のまちの子どもたち」プロジェクト＞

①犯人からの挑戦状（VTR）とミッションの説明

②指紋検出 爆弾解除の数字を探す。

③浮かびあげる文字 パスワードを割り出す。

最後にNASCの説明とみんなで記念撮影



【アンケート結果】

このイベントを知ったきっかけは？（数字は人数）（アンケート回答２０名）

 ・チラシ（ 学校から ⑱ ・ 公共施設等  ）  ・精華町HPやSNS ②

「科学探偵！3つの実験で爆弾を止めてくれ」はどうでしたか？  

①指紋検出     ・簡単すぎた ⑨ ・ちょうどよかった ⑪ ・むずかしすぎた

②浮かび上がる文字 ・簡単すぎた ⑦ ・ちょうどよかった ⑫ ・むずかしすぎた ①

③爆弾の解除    ・簡単すぎた ⑨ ・ちょうどよかった ⑧ ・むずかしすぎた ②    

          ・無回答 ①

④説明   ・わかりやすかった ⑳   ・わかりにくかった 

⑤時間   ・時間が足りなかった  ・ちょうどよかった ⑱  ・時間が余った ⑩

「科学探偵！3つの実験で爆弾を止めてくれ」に参加して、どうでしたか？

 ・おもしろかった ⑲    ・おもしろくなかった     ・その他 ① 

※その理由をご記入ください。

・ニンヒドリン溶液やアントシアニン溶液など普通使うことがないから。

・薬品やスポイトなど使った事のない体験ができました。

・実験が好きなので楽しかった。ポカリで電気が通るのがおもしろかった。

・塩を水に入れると強い電気が流れる事とかが分かったから。

・学校ではできない体験ができたから。

・爆弾を解除するのがスリルがあったから。

・科学実験が好きで、爆弾を止めたかったから。

・実験のテーマがおもしろかったから。

・爆弾がどこに隠されて探すのがおもしろかった。

・知らないことがたくさん知れておもしろかったから。

・科学で爆弾を止められるという事や解き方がわかるから。

・全部

＜「科学のまちの子どもたち」プロジェクト＞



その他、お気づきになられた点、感想等をご自由にご記入ください。

・バタフライピーの発色がが悪かったエタノールと良かったエタノールの原因や、見えない文字が

 薄かった理由など、気になる点が出ました。これを夏休み中に子どもと一緒に考えたり調べたり

 したいです。とても良い体験でした。またスタッフの皆様と対応の素晴らしさにも感謝です。

・指紋検出がニンヒドリンをかけると浮かび上がるのが、わくわくして楽しかったです。浮がび上が   

 る文字は、最初かけたときは、全然出てこなかったのに、乾かす時にだんだん見えてきて、1文字

 ずつ上がってくるのが楽しかったです。爆弾の解除は、色々入力したりするのが難しかったけれど

 実験するのが、とても楽しかったです。

・説明が丁寧で興味が持てる楽しい進行でとても良いイベントでした。子供が科学が好きなのでこの  

 ようなイベントは毎回楽しみにしています。また開催される際はぜひ参加させていただきます。

・パソコンを使うのが少し難しかったけれど、おもしろかったしまたこのようなイベントがあればや

 りたいと思いました。新しく知ることもたくさんあったので参加して良かったと思いました。

・実験やパソコンを使った色々な体験ができ、はずかしがっていた子どもも楽しめました。

 車イスでお気づかいいただいたことも含め本当にありがとうございました。

・おもしろかったです。実験ができてよかったですし、間違ってたらどうなったか知りたいです。

・ポカリの粉を入れただけで変わるのがすごいと思いました。

・指紋検出や授かび上がる文字を写しだしたりするのがちょっと難しかったです。爆弾の解除も楽し

 かったです。

・爆弾があるからみんな興味を持って夢中になれていたので、良かったと感じる。

・プログラミングなどもう少しPCを用いたイベントがあると良かった。

・バタフライピーは色が変わるのは知っていたけど、仕組みがよく分かった。

・丁寧に教えてもらえて分かりやすかった。企業や大学との連携するイベントは新鮮で楽しいです。

・回路を作るときに、ポカリの粉を入れた水につながなくても、そのままクリップとクリップをつな

 けてもできるなと思いました。

・指紋検出はニンヒドリンで分かることが知れてよかったです。浮かび上がる文字は濃さでうつらな  

 かったけれどい、むずかし度が高くておもしろかった。楽しかった。

：

＜「科学のまちの子どもたち」プロジェクト＞



科学に対する関心度を教えてください。

   ・ とても関心がある ⑧ ・ 関心がある ⑧ ・ どちらともいえない ②

   ・ あまり関心がない    ・ まったく関心がない  ・無回答 ②

今回のイベントのように精華町では、みらいを担う子どもたちに、学研都市にふさわし

い学びの機会を提供する「科学のまちの子どもたち」プロジェクトの取り組みを行って

います。当てはまるものすべてに○をつけてください（複数回答可）。

・良い取り組みだと思う ⑯ ・学研都市にふさわしい ⑧  ・今後も継続してほし

い ⑭

・精華町の子どもたちは恵まれていると思う ⑧

・このプロジェクトを知っていた ⑤  ・このプロジェクトを知らなかった ③

・その他 ⓪ （               ）

＜「科学のまちの子どもたち」プロジェクト＞


